
秋田県立博物館肌究報告第8号37-46ページh!年3月

男鹿半島の第四系産ホタテガイの放射肋数の変異

渡部尿

Iはじめに

ホタテカイPatinopecten(Miz哩加pecten)yesso-

ensi's(Jay)は左イi仙j殻に顕著な放射肋を杓．してお

り，その数は個体によってy;.ってL，ることが多い。こ

の変異に関してばこれまでに，北海迫什地のJ1ノヒホタ

テガイを対象にした木卜1935:の研究や，やはり北

海迫の第三紀・第四紀の化イiを対象にした赤松1973

の研究などがある。

先に筆者は，ｿ)腿､i-i:＃の館四糸（ﾘL新統）において，

ホタテカイが鮪川層中部・同層上部およびvilli!櫛A峰底

部にそれそれ多晶に含まれていることを柵I-.した（渡

;y|U982:。今I"lそれらの放射肋数の変災の'ﾉﾐ態をi洲ら

かにする｜I的で，上記の3}謝準から,i|-4組の試料をと

って調介した。その結果，

la)どの試料でもイi殻の放射肋数がﾉf殻のそれよ0%

いこと

(b!試料によって差があるが，左殻では19から23本の

放射肋をもつ個体が多く，イi殻では22から23本のも

のが多いこと

(c)放射肋数の嘆数分布はどの試料においてもli2規分

ftをなす二と

(d)放射'!ﾉﾉ数の唆数分布に|則しては，衿試料がそれそ

れ別のM集団に脇していること

などがlﾘlらかになった。

二の地域の貝化イiの変y3については，これまでに版

Ill(1930),渡部（1976.1977）等の|畑．が公にされて

いるが，ホタテガイに閲したものはないので，本摘で

この研'先の詳細を縦告する。

A・B．Dの3試料はl杵位が異っているが地理的には

きわめて近接した位慨に存ｲl§する化イi個体群から得た

ものであり,BとCは地理的には離れているがほぼ同

|紳位に作在する化イi仙休作から得たものである。

升試料の採喋にあたっては，

(a)mm方向には可能な限り採集範囲を広げず，でき

れば1'p卿にとどめること

(b)水､ド的にもなるべく採蛎範囲を広げなL、二と

(c)雌作為に採唯すること

などの条件を役定した。しかUa)-(b)の条件を厳密に

守ると，個体数が少なすぎて後の統計処即に体I雌をき

たすことがあるので，，迎統-ﾘｰる数枚の1脚稗から採喋し

たf|A1体を介せて1試料とせざるを得なかったもの（試

料Bもある。なお(c)の条件を満足させるために，ホ

タテカイ化｛iが散在-ﾘｰる＃|け>ではaについた殻をすべ

て採雌し，密雌している部分ではある体械の唯Iu物を

と'),その'I'に含まれているすべての殻を採集するよ

うにした。

放射|lﾉﾉ数の!;|数に仙Illした殻の数は鋪l火に,パした。

こ,|【は採雌した殻の中から，雌liK-i崇耗および！汁放法

|：（後述）で計数にたえないものを除いた数である。

ここでこれらの試料の迩味をIﾘlらかにしておきたい。

ノ|:物の変災をi淵在するにあたっては，ノl-.fi冒していた

||､↑|川と''削りの範|州に("Iらかの,世味をもったfi休榊を対

象にすべきである。Lかし化イiの場合には，たとえ1

枚の'P-Mの部分に含まれている化イ,m体昨であって

第1表符試料の'i計Ⅱ|肖位・産地および大きさ

試 料 産 出 | 蒋 位 産 地 左 殻 数 イ i 殻 数

Ⅱ試料

今I"!取*;扱ったUllの試料をそjlぞれAB・C．

Dと呼ぶことにする。各試料の産地を第1Ⅸ|に，｜縛位

を第2図に示した。こオIらの図に示してあるよ｡)に，
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渡部展

各試料の左右殻は同一の個体群から供給されたもの，

と仮定することにする。

も，それを供給した個体群の時間的・空|川的生存範朋

を厳密に決定することは，一般には不可能であろう。

そこで今1-1取り扱った各試料については，採集にあた

って設定した条件から考えて，それぞれある限られた

時間内にある|眼られた空間内に生存していた個体群か

ら供給されたものである，という一応の仮定を設けて

おくことにする。

なお，各試料において合殻の個体は一つもなかった。

このような場合には,1試料における左イi殻がそれぞ

れ別の個体僻から供給されたもの，と考えることもで

きないわけではなL,。しかし，このことをIViteii勺に支

持する根拠は特にみあたらない。したがって今'11|は，

Ⅲ 放 射 助 数 の 計 数

変異を調査する場合，対象とする形質はその計測が

容易かつ正確にできるものであるにこしたことはない。

ホタテガイの放射IIﾉJの数は一見その条件を満たしてい

そうであるが，実|簾には必ずしもそうではなく，客観

的な計数が容易でないことも多い。それは大別して次

の四つの場合である。

lal前後端にあらわれる放射肋は不iﾘl脈になりやすい

（図版Ⅲ－2）。

14iE

SeaofJapan

40N

Oogafa

Anden

Ａ
Ｏ

～

06APEN.

～

･Wakimoto

△
ｂ

、
5km

I一一一」

第1図試料の産地(A-D)

Aは渡祁'1982のLoc.8と,BはLoc.7と,cはLoc.17と,DはLoc.6とそれぞれ同一地点で､ある。

aはl旦士地理院発行2万5千分の1地形区l「北浦」を,bは同「脇本」を仇川した。
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男鹿半,噂jの第四系産ホタテカイの放射肋数の変異

lb!殻頂付近にあった放射Iﾉﾉが，腹縁方IWへしだいに

不明瞭になりやがてmえてしまう(図版Ⅲ－1。

(c)殻頂{､l近になかった放射I力が肋間に発生し，腹縁

方向へしだいに明らかになる（図版Ⅲ－3．4）。

id)殻頂付近では1本のように見える放射IIﾉJが，腹縁

方向にすすむと分I唆して2本になる。この場合，こ

の2本の肋のiⅡ1は他の肋''1に比べて非常に狭いこと

が多い（図版Ⅲ－5）。

こうしてIj､ると，特に|川越となるのは，殻の発達段

階によって放射肋数が異なることである。したがって

放射肋数の1汁数をある一定の発進段階において行えば，

|川題のほとんどは解決することになる。

そこで今Nli,殻頂を*心とした半径2cmの線上に

ｲf在する放射肋を，太い細いにかかわらずすべて数え，

この値をその殻片の放射Hij数とみなすことにした。こ

の方法によｵ'ば，殻高が2eraに満たない殻は計数の対

象から除外されるが，それ以上の大きさの殻であれば

大きさによらず公平な‘計数ができる。またどれほど破

損した殻であってもこの部分さえ残存していれば計数

が可能であるという利点もある。

なお殻頂を中心とした半径2cmの線上においては，

今1"!の経験では,(b)の途中で消滅する放射肋は消滅前

であり,(0の途中で発生する放射肋は発牛前であるこ

とが共に人部分である。(dlの場合は分:i皮後の方がいく

らか多いようである。
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Ⅳ結果と変異の検討

放射肋数の,汁数の結果を魂3図に示した。また各試

料の左イi殻ごとに放射IjJ数の平均値Mi・標準偏差

(s)および変動係数(V=s/M)(111岸,1977)を

卸出して第2表に示した。以下これらの結果について

二・三の項||に分けて考察する。なお検定等の統計処

即は主としてイm(1975)を参考にして行った。

1．左殻と右殻の比較

放射Hﾉﾉ数の変異の範Ⅲ1を全試料にわたってみると，

左殻では12から2o本まで，イi殻では18から30本までと

なっていて左殻の範囲が脳い。各試料についてゑても

左殻の変災の範Ⅲ1が左殻のそれより広い。これに対応

するように，変動係数がいずれの試料でも左殻の方が

右殻より火きくなっている。これらの事実は，今I且'対

象としたホタテガイの各fli'.l体群におL､ては，左殻の放
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第2図試料産地の柱状U!

衿試料の産出層位A-D:各試料の産出層位
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ﾘiBTN約の輔四系産ホタテカイの放りl肋放の変災

るかどうかをl試料x-－検定法を用L､て検定Lてゑた。

その粘眼，イj意水準を0.1にとっても有意差の!認めらｵ’

たものはなかった。したがって今N対象とした杵個体

群の放射肋数は，唯イd.io殻ともIE規分布をなず－，とし、

ってよい。

3．試料D(左殻）の放射肋数分布

正規分ｲliから｛)通にはずｵ［ているわけではないが，

試料Dのﾉ,殻の放射11ﾉﾉ数分布は他に比べてかなり)''W1:-

である（Ⅸ|版III。そj'は，

い）1え均fii'iは他の試料とHf',o史であるにもかかｵ>らず，

分ｲmmがきわめて広く，標準偏差が（したがって

変動系数も）きわだって大きくなっていること

lb)fﾘⅢではないが2)頁分ｲIJのような分布を,爪してい

ること

(c)4¥執､l称性がかな0めだつこと

などにあらわれている。

二れらの拠常は．この試料には本来放射肋数の分ｲ;

位間の汎なる一.つ以｜鴬のm体僻から供給されたm体が

混ｲELていることにIillﾉ《同一る，と考えられないわけ-で

もない。ことiこニの,批料を採喋した聴層は，かなり顕

杵なイ噸合のli'ihに｛〃lﾐしているのでそのi'｢能性は｜・

分にあり･フる。

しかし．試料の個体間にめだった保存状態のｷli違等

がないので．そうした観点から試料を|x二分Lて放射肋

散のサイilを比I鮫して遮ることかできなL､。またイi般の

放射||ﾉﾉ数分布に．左殻のそれのｿ1:常に対応するよ‘)な

現象は1遡められないので，ここではとりあえず上‘氾の

11能|'hurノヒしておくことに-ﾘー る。

なお,拭料Dの/I；'段では,12．13本とい"5ルル'jに少な

い放射iﾉ激の個体がわずかながらｲ!'在して↓、る1*1版

[-1-2)。二のよ;な(1A|体は．形態が卜1ツキョウホ

||ﾉﾉ数がｲi殻のそれよりも変異に術んでいることを示唆

するものである。

第3Ⅸ|には，各試料において左殻とイi殻とで放射肋

散の分"jの位置にかなりのずれのあることが示されて

いる。ずれの量は､ド均値でふると1．7本から3.1本で

ある。ずれの方向は各試料に共31て・イi棚の放射Vj数

が多いﾉ/li'lて．ある。

この分布のずれが有意なものであるか杯かを検定し

てみた。Kolmogorov-Smirnovの2試料検'al法をHU'

た結貼どの試料の場合も，片側検定で｛j芯水準0.001

でｲj意差があることが判iﾘlした。したがってどのm

肝においても，イi般の放射lljj数がV.殻のそji10多い

と結論できる。この現象は，木下1935;の取り扱っ

た塊/|品ホタテガイの各試料にお、､ても全くM様に!認め

られるので，本緬に関しては一般的なivﾉﾐとふてもよ

いて．ある．)。

ただし．今Nの調査においてもまた水卜1935の

調侮においても，多くの左殻と多くのイi殻を比鮫した

場合、、|え均的にイi段の放射iﾉﾉ数が多いといえるのであ

る。個体のレベルでﾉfｨ寸殻の放射肋数がどのよ･)な関

係になってL,るかはまた別の|川馳である。，＃1織的には。

各"1体で鵜があってそれが乍体の鎧として炎j兇されて

↓､ると考えるべきであろうが、化liでは1,1,1縦をそろえ

たホタテガイか産Illすること'よ非常にまhなので、確

かめることができない。塊ﾉkの標本によってrii認して

ゑる必要がある。

2放射肋数の分布の型

第3Ⅸlでは¥.，ずjlの試料においても,Eli役にか

かわらず放射肋数の分ｲがIlそ規分ｲfiに近L、よ0に上う

け-られる。しかしどの場合も診少の｣|:対称|‘|ﾐや1く晩ML

{|;がI溜められるので，これらの分ｲ11がlit脱分ｲilとL､え

第2表放射肋数の平均値・標雌Ij差および変動系数 第3表け散と分布位臓の検定結果

fl意焔の認められた術,瞳水唯平均航際雌lij莱礎1肋系数"-,
試料 試料の組合せ分散 })●ｲi丁位i〃
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渡部展

タテガイPα〃〃opecten{Miz秘九opecten)tokyoensis

(Tokunaga)に近似しており，放射肋20本程度の平均

的なホタテガイよりはむしろトウキョウホタテガイに

形態としては近いように感じられる。この試料を産し

た単層にはトウキョウホタテガイもかなり多く含まれ

ているので，本種についても放射肋数の変異を調査し

て比較してみる必要があろう。

4．試料間の放射肋数分布の比較

ここでは試料を二組ずつとって比較し，両者の間の

放射肋数の分布に差があるか否かを検討してみる。こ

のことは，統計学的には，放射肋数の分布に|仏lして両

者が|司一の母集団に属しているかどうかを調べること

である。二組の試料の間に差がない，すなわち二組の

試料が同一母集団に由来するということを協定するた

めには，先にL､ずれの分布も正規分布であるという結

果が得られているので，両者の標準偏差（分散）と平

均値（分布の位置）がともに|司じであることを確認し

なくてはならない。また，各試料の左右殻がそれぞれ

同一の個体群から供給されたと仮定しているので，上

記の確認は両殻の放射肋数分布についてなされなくて

はならない。

最初に分散を検討してみる。第2表に標準偏差を示

してあるが，この数値だけでは差が有意なものである

かどうかは判断できない。そこで不偏分散を比較する

F－検定を行ってみた。その結果は第3表に示したと

おりであり,AとB・BとC・CとAの間には左右殻

とも有意差は認められない。Aと，．BとDCとD

では左殻あるいは左右両殻で有意差がある。

次に分布の位置を比較して魂る。分布の位置に関し

ては，多くの場合平均値を直接j一検定によって比較

することが多い。しかし今Hはそれとほぼ|司等の検出

力をもち，不等分散の試料間でも有効なMann-Whit-

neyのU－検定法を用、､てみた。その結果も第3表に

示した。左右殻を合せてみればすべての試料の組合せ

で有恵差が認められる。

以上の結果をまとめてふると，各試料は，放射肋数

の分布という点からみるかぎりおのおのが別のけ集団

に屈している，ということになる。なお,AとDの間

では分布の位置にそれほど大きな差はないが，分散の

差がきわめて有意なので,m者を|司一母集団に由来す

るとみなすわけにはいかない。

このように放射肋数の分布に大きな差のある現象は，

木下(1935)の報告した北海道各地の現生ホタテガイ

についても認められる。ことにオホーツク海沿岸で，

約30kni離れた位置にある能取湖と佐呂洲湖産の試料で

は，放射肋数分布がよく似ている（両試料ともモード

が左殻で20本，右殻で22本）のに対して，｜河産地の中

|川の位置にある常呂産の試料では，かなりそれらとか

けはなれた分布（モードが左殻で21木，イガ殻で24^)

を示している。

ほとんど同時に，近接した場所に生ｲFしていた個体

群から得られた試料の間でも，このような差が認めら

れるのである。したがって今I"!取り扱った試料間にみ

られる放射肋数の分布にかかわる差，特に試料AとB

BとDあるL昂はAとccとDというIIｷ間の11頂序に

したがった組合せの間にみられる差を，ただちに時ll1

的な変化とみなすわけにはいかないであろう。
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VariationoftheNumberofRadialRibsofPα〃〃0PG“e〃yessoe〃szs

fromthePleistoceneintheOgaPeninsula,Not･theastJapan

AkiraWatanabe

AbstractManyshellsofPatinopectenyessoensishasbeencollectedfrom4horizonsandlocal-

ities,themiddlepartoftheShibikawaformationatAnden,theupperpartofthesameone,

theupperpartoftheShibikawaformationatWakimoto,thebasalpartoftheAndenformation

atAnden・Thenumberofradialribsofeachindividualsofthese4sampleshasbeencounted

andanalizedstatistically.

Theresultsareasfollows.

(1)Therightvalveshavemoreradialribsthantheleftonewithanysample.

(2)Asfortheleftvalves,themostnumerousindividualsai､cthatwith20radialribs.

andasfortherightonethathas23radialribswitheverysample.

(3)Thefrequencydistributionsofthenumberofradialribswithanysamplesarenormal

distribution.

(4)Intermsofthemeansandvariancesofthenumberofradialribsofthesamples,

theeachpopulationthat4samplesbelongtodefferoneanother.

図版の説明

図版I．Ⅱ

試料D(左殻）の放射肋数の各階級から,1個体づ

つ図示した。

個体ごとに大きさが異っているが，放射Hﾉﾉ数を比鮫

しやすくするために，各図をほぼ|可［大きさにした。

各区lのRは放射肋数,Hは殻尚mnuである。

図版Ⅲ

1．しだいに弱くなる放射肋（×1.5）

矢印の先にある放射肋は，殻頂部では他の放射肋

と同促度に強し､が，腹縁方|尚jへしだいに剥くなりiI'i
ら ･ ‐ 〆 1士洋
，－，－1_"匡卜．フo

2．前後端で不明瞭になる放射||ﾉ1(×0.75;

中央邦の放射肋はlﾘ]らかで強いが，前後端部では

1111<弱くなる。この現象は特に左殻で著しい。

3.IIﾉﾉ|ﾊlに出現する放射IIﾉ1(×1.5;

矢印の先の放射肋は般頂部ではI沼められない。

4．肋i川に出現する放り|肋（×1

前Ⅸlの放射肋はV-い段階で川現しているが，本図

の矢印の先のそれは腹縁近くになって'ﾘ}らかになる。

5．分Ill虻する放射肋（×1

放射肋が分岐する塊象はイi殻に限られるよ‘)であ

る。
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図版Ⅱ
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